
 

○保育士Ａ専門試験問題例 

 

問１ 保育所保育指針第４章子育て支援に関する次のＡ～Ｄの記述について、（ １ ）～（ 10 ）

にあてはまる語句を下記の語句群から選び、記号で答えなさい。 

   

 

Ａ 保護者に対する子育て支援を行う際には、各地域や家庭の（ １ ）等を踏まえるとと

もに、保護者の気持ちを受け止め、相互の（ ２ ）を基本に、保護者の（ ３ ）を尊重

すること。 

 

Ｂ 保育及び子育てに関する知識や技術など、保育士等の（ ４ ）や、子どもが常に存在

する環境など、保育所の特性を生かし、保護者が子どもの（ ５ ）に気付き（ ６ ）の

喜びを感じられるように努めること。 

 

Ｃ 保護者に対する子育て支援における地域の（ ７ ）等との連携及び（ ８ ）を図り、

保育所全体の体制構築に努めること。 

 

Ｄ 子どもの利益に反しない限りにおいて、保護者や子どもの（ ９ ）を保護し、知り得

た事柄の（ 10 ）を保持すること。 

 

 

【語句群】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア．情報     イ．子育て    ウ．信頼関係    エ．理解 

オ．専門性    カ．環境     キ．協働      ク．実態 

ケ．自己決定   コ．関係機関   サ．秘密      シ．住民 

ス．プライバシー セ．性格     ソ．成長 



 

問２ 障がい児保育に関する次のＡ～Ｅの記述について、正しいものには「○」を、間違ってい

るものには「×」をつけなさい。 

 

 

Ａ 障がいのある子どもの保育については、障がいのある子どもが他の子どもとの生活を通

して共に成長できるよう、指導計画の中に位置づける。 

 

Ｂ ダウン症候群とは 21番目の染色体が通常の２本より１本少ない状態である。 

 

Ｃ 発達障がいの症状の発現後は、できるだけ早期に発達支援を行うとともに、切れ目なく

支援を行うことが重要である。 

 

Ｄ 療育手帳は知的障がい児者へ各種の援助措置を受けやすくするため、国が交付する。 

 

Ｅ 「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」において、医療的ケア児とは、

疾病の治療のために医療が必要な児童をいう。 

 

 

 

  



 

問３ 子どもの発達に関する次の記述について、（ Ａ ）～（ Ｅ ）にあてはまる語句を下記

の語句群から選び、番号で答えなさい。 

 

 

・ （ Ａ ）とは、いろいろな心的状態を区別したり、心のはたらきや性質を理解したり

する知識や認知的枠組みをいう。 

 

・ ストレンジ・シチュエーション法による実験観察から、幼児のアタッチメントは「回避

型」「（ Ｂ ）」「アンビバレント型」「無秩序・無方向型」に分類される。 

 

・ 乳児の脇の下を支え床に立たせると、下肢を交互に動かし歩いているような動作をする

ことを（ Ｃ ）といい、３～４か月頃に消失する。 

 

・ 赤ちゃんは、生後２～３か月頃になると「クー」など喉の奥から柔らかい声を出すよう

になる。これを（ Ｄ ）という。 

 

・ 最近接発達領域とは、子どもが自分でできる問題解決の発達水準と、大人に指導された

り自分より有能な仲間と協同したりして可能となる問題解決の発達水準の差のことで、

（ Ｅ ）によって提唱された。 

 

【語句群】 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ １．心の理論    ２．精神の理論    ３．心身の理論  

Ｂ １．定住型     ２．定着型      ３．安定型 

Ｃ １．歩行反射    ２．検索反射     ３．バビンスキー反射  

Ｄ １．ウーニング   ２．クーイング    ３．喃語 

Ｅ １．ギブソン    ２．ヴィゴツキー   ３．ボウルビィ 



 

問４ 子どもの保健に関する次のＡ～Ｇの記述内の①～⑩の語句について、正しいものには「〇」

を、間違っているものには「×」をつけなさい。  

 

                             

Ａ 新生児の原始反射として、びっくりするような動作を ① モロー反射 という。 

 

Ｂ 乳児期の ② 粗大運動 とは主に手指を使う動作で、１歳 6か月で親指と人差し指で物

をつまむなどの巧緻性や感覚統合を要する動作が発達していく。 

 

Ｃ 生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を保健師や保育士などが訪問し、親子の心身の

状況の把握、育児に関する相談、情報提供、助言を行うなど、市町村で行っている事業を 

③「にこにこ赤ちゃん事業」 という。 

 

Ｄ 脱水は、身体の成分のうち水分や ④ 電解質 が欠乏した状態をいう。乳幼児が脱水症

になりやすい理由として、乳幼児の水分量は 70～80％で水分量が多い、 ⑤ 基礎代謝 が

活発で不感蒸泄が多いため身体の水分を失いやすい等がある。 

 

Ｅ ⑥ 不顕性感染 とは病原体による感染が成立しても症状がない、発症しない状況を指

し、風疹や流行性耳下腺炎などでみられる。 ⑦ 免疫 は獲得することができる。 

 

Ｆ ５類感染症として、はしか・風疹・水ぼうそう・ ⑧ 百日咳 ・咽頭結膜熱などがあ

る。 

 

Ｇ 保育所で特に注意すべき主な感染経路には、飛沫感染・空気感染・接触感染・ ⑨ 潜伏

感染 ・血液媒介感染・ ⑩ 蚊媒介感染 等がある。 

 

 

 

 

  



 

問５ 子どもが過ごす環境を整える上で、「絵本」は欠かせない物の一つですが、子どもが絵本に

触れたり、見たり、読んでもらったりする活動を通して、身につくことや育まれる力を保育

所保育指針（保育所保育指針解説を含む。）の記述の中から５つ記入しなさい。ただし、同義

の解答はまとめて一つの正答とします。 

 

 

 

問６ 保育所外へのすり抜けや飛び出し事故を防止するための留意点について、具体的な方策を

述べなさい。 

 

 

 

 

問７ １歳児クラスの食事中に眠そうにしている児童がいた。あなたが担任ならどのように対応

するかを述べなさい。 

 

 

 

 

問８ 保育を進めるにあたっては「子どもを理解する」ことが何よりも重要なことであるが、「子

どもを理解する」ためには、具体的にどのような視点を持てばよいか、あなたの考えを述べ

なさい。（800字程度） 

 

 

 

 


